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百聞は一見にしかず。この言葉が示すように、生き物を使う実験研究には「想定外の発見」
に遭遇するチャンスがある。私の研究室では、未知との遭遇を最大限楽しむために「発生
が速いゼブラフィッシュ」と「老化が速いターコイズキリフィッシュ」という特徴的な小
型魚類をモデルに研究を行っている。セミナー前半では、ゼブラフィッシュを用いて見出
した「モルフォゲン勾配の修復機構」をご紹介させていただく。モルフォゲン勾配は、組
織の細胞配置決定を担う基幹システムである。我々は最近、正常なゼブラフィッシュ胚に
おいてモルフォゲン勾配を乱す異常細胞が自然発生してしまうことと、細胞間張力を利用
した細胞競合が異常細胞を排除することでモルフォゲン勾配を修復し、発生ロバストネス
を支えることを見出した。また、セミナー後半では、ターコイズキリフィッシュを利用し
た「健康長寿の合成生物学アプローチ」についてお話しする。近年の研究により、幹細胞
の機能低下や細胞老化など12種類の細胞レベルの老化要因が明らかにされたが、その一方
で、多臓器連関により進行する全身の老化機構の理解は進んでいない。全身レベルの老化
研究においては、やはり生物の寿命長が律速であり、例えばマウスを用いた場合は２-３年
も必要になってしまう。この実験動物の老化の遅さが、老化研究の大きな障壁となってい
た。そこで我々は、この問題を解決する新たなモデル生物として超短命魚ターコイズキリ
フィッシュに注目している。本セミナーでは、我々が独自の魚モデル戦略で見出した、新
たな健康長寿制御機構をご紹介したい。 
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